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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シガレットブロック（１３）のためのヒンジ蓋つきボックス、またはパックの内容物と
しての他のブロック形態をなすブロックのためのボックス部（１０）を備えるヒンジ蓋付
きボックスであって、前記ボックスは、蓋（１１）とカラー（１２）と、広いボックスの
前部壁（１４）と対応するボックスの後部壁（１５）と、幅の狭いボックスの両側部壁（
１６）と底部壁（１７）と、幅の広い蓋の前部壁（１８）と対応する蓋の後部壁（１９）
と、幅の狭い蓋の両側部壁（２０）と上部壁（２１）を備え、下記の（a）（b）（c）（d
）(e)(ｆ)(ｇ)を特徴とするヒンジ蓋付きボックス。
(a)蓋（１１）は、横断方向の直線的関節（２２）によって、蓋の後部壁（１９）の領域
において、ボックス部（１０）と、ボックスの後部壁（１５）とに回動可能に接続されて
いる。
(b）パック内容物の上または下に、蓋（１１）の外側領域で、少なくとも、上部壁（２１
）と、蓋の前部壁（１８）と蓋の後部壁（１９）によって区画され、パック内容物の下側
のボックス部の領域で、底部壁（１７）と、ボックスの前部壁（１４）と、ボックスの後
部壁（１５）によって囲まれ、パック内容物によって内側に区画される、自由な部屋（５
０，５１）が形成される。
(c)上部壁（２１）および／または底部壁（１７）は、少なくとも一部がアーチ状に、す
なわち、蓋の一方の側部壁（２０）から蓋の他方の側部壁（２０）に、および／または一
方のボックス側部壁（１６）から他方のボックス側部壁（１６）に滑らかに移行するよう
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に形成されている。
(d)上部壁（２１）および／または底部壁（１７）の横断方向の一部の区域、すなわち、
側部セクション（２５）は、連続部となるように設計されており、すなわち、蓋の側部壁
（２０）またはボックスの側部壁（１６）の内側の蓋の側部タブ（３０）および／または
内側のボックスの側部タブ（２９）の端部タブ（２７，２８）は連続している。
(e) 上部壁(２１) および／または底部壁(１７)はセントラルセクション(２６)において
二重層設計をなす。
(f) 上部壁(２１)または底部壁(１７)の外側には、クロスピース(３５)が設けられ、前記
クロスピースは上部壁(２１)または底部壁(１７)の面に延出する。
(g) 端部タブ(２７,２８)の端部領域はクロスピース(３５)の内側に固定される。
【請求項２】
　シガレットブロック（１３）のためのヒンジ蓋つきボックス、またはパックの内容物と
しての他のブロック形態をなすブロックのためのボックス部（１０）を備えるヒンジ蓋付
きボックスであって、前記ボックスは、蓋（１１）とカラー（１２）と、広いボックスの
前部壁（１４）と対応するボックスの後部壁（１５）と、幅の狭いボックスの両側部壁（
１６）と底部壁（１７）と、幅の広い蓋の前部壁（１８）と対応する蓋の後部壁（１９）
と、幅の狭い蓋の両側部壁（２０）と上部壁（２１）を備え、下記の（a）（b）（c）（d
）(e)(ｆ)(ｇ)を特徴とするヒンジ蓋付きボックス。
(a）蓋（１１）は、横断方向の直線的関節（２２）によって、蓋の後部壁（１９）の領域
において、ボックス部（１０）と、ボックスの後部壁（１５）とに回動可能に接続されて
いる。
(b）パック内容物の上または下に、蓋（１１）の外側領域で、少なくとも、上部壁（２１
）と、蓋の前部壁（１８）と蓋の後部壁（１９）によって区画され、パック内容物の下側
のボックス部の領域で、底部壁（１７）と、ボックスの前部壁（１４）と、ボックスの後
部壁（１５）によって囲まれ、パック内容物によって内側に区画される、自由な部屋（５
０，５１）が形成される。
(c)上部壁（２１）および／または底部壁（１７）は、互いにある角度をなす複数の平坦
なセクション、すなわち、２つの傾斜したサイドセクション（２５）と水平方向または横
断方向のセントラルセクション（２６）を備える。
(d）２つの傾斜したサイドセクション（２５）は、どちらも鈍角をなして側部壁（２０，
１６）とセントラルセクション（２６）に接する。
(e) 上部壁(２１) および／または底部壁(１７)はセントラルセクション(２６)において
二重層設計をなす。
(f) 上部壁(２１)または底部壁(１７)の外側には、クロスピース(３５)が設けられ、前記
クロスピースは上部壁(２１)または底部壁(１７)の面に延出する。
(g) 端部タブ(２７,２８)の端部領域はクロスピース(３５)の内側に固定される。
【請求項３】
　上部壁(２１)および／または底部壁(１７)は丸い側部セクション(２５)を有し、前記側
部セクション(２５)は少なくとも部分的に長円の設計または長円の一部の設計を備え、前
記側部セクション(２５)が、比較的小さい半径で側部壁(１６，２０)に接し、水平な中央
領域、すなわち、中央セクション(２６)へと遷移する点を特徴とする請求項１記載のヒン
ジ蓋付きボックス。
【請求項４】
　蓋の前部壁(１８)と蓋の後部壁(１９)、および、ボックスの前部壁(１４)とボックスの
後部壁(１５)は、上部壁(２１)と底部壁(１７)の輪郭に適合され、中央領域において、ク
ロスピース(３５)によって、互いに接続される点を特徴とする請求項１または２記載のヒ
ンジ蓋付きボックス。
【請求項５】
　上部壁（２１）および／または底部壁（１７）は、クロスピース（３５）のサブ領域に
おいて端部タブ（２７，２８）に設けられる拡幅部分（４２）により蓋の前部壁（１８）
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と蓋の後部壁（１９）の自由端部および／またはボックスの前部壁（１４）とボックスの
後部壁（１５）の自由端部に支えられる点を特徴とする請求項１または２記載のヒンジ蓋
付きボックス。
【請求項６】
　室(５０)は、上部壁(２１)の対応する設計によってシガレットブロック(１３)の上方に
おいて上部壁(２１)の領域にのみに形成される点、および、底部壁(４８)は、シガレット
ブロック(１３)が前記底部壁(４８)の内側と向き合って接するように、平坦な態様で設計
される点を特徴とする請求項１または２記載のヒンジ蓋付きボックス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、１枚の内側ブランクに包まれたシガレットグループ－シガレットブロック
－またはその他の(ブロック形態の)物品用のヒンジ蓋付きボックスに関し、前記ボックス
は、ボックス部と、ボックスの後部壁と蓋の後部壁の領域において横断方向を向く直線状
の関節によって互いに接続される蓋部と、ボックスの前部壁と、ボックスの後部壁と、ボ
ックスの両側部壁と、底部壁とを含むボックス部と、蓋の前部壁と、蓋の後部壁と、蓋の
両側部壁と、上部壁を含む蓋を含む。
【背景技術】
【０００２】
　ヒンジ蓋付きボックスは、シガレットに用いられるパッケージの主タイプであるばかり
でなく他の物品にも用いられる。スタンダードなヒンジ蓋付きボックスは、断面が直角の
直立して横断方向を向くパックのエッジ部を備える直方体のデザインを有する。パックの
寸法は、パックの内容物、特に、シガレットブロックの寸法に等しい。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　この発明の目的は、そのようなヒンジ蓋付きボックスの開発を更に進めて、ヒンジ蓋付
きボックスの基本構造を維持しつつも、ボックスが一方においては美しい外観を備えると
ともに、他方においては挿入物をパック内に容易に収容することが可能なように改良する
ことである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　この目的を達成するために、この発明のヒンジ蓋付きボックスは、パックの内容物、特
に、シガレットブロックの上方、および/または、下方に、少なくとも、上部壁および蓋
の前部壁および蓋の後部壁、および/または、少なくとも、底部壁およびボックスの前部
壁、およびボックスの後部壁によって区画されるキャビティまたは空洞部が形成される点
を特徴とする。
【０００５】
　したがって、この発明のヒンジ蓋付きボックスの場合に空洞部またはフリーなスペース
を形成するために、ボックスの前部壁とボックスの後部壁が、パックの内容物、すなわち
、シガレットブロックを越えて、底部領域に延出されるか、および/または、蓋の前部壁
と蓋の後部壁が、シガレットブロックを越えて、上部領域に延出される。
【０００６】
　１つの特徴は、上部壁および/または底部壁が、全体として、または部分的に、側部壁
の曲折タブから形成される点、すなわち、特に、上部タブが、内側の側部タブの連続部と
して上部壁または底部壁、および/または、空洞部の境界のサブ領域を形成する点である
。
【０００７】
　ヒンジ蓋付きボックスの１つの特別な形態は、必須要件としてアーチ状または多角形状
に設計される底部壁および/または端部壁に存し、前記のアーチ状または多角形状は、１
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つの側部壁またはカラーの一方の側部壁から他方へと、特に、パックの仮想中央垂直面に
対し対称に延出する。１つの特別に有利な形態は、上部壁および/または底部壁が、３つ
の壁領域、すなわち、２つの横方向のアーチ状のまたは斜めの壁領域と、中央の平坦なま
たは横断方向を向く壁領域を含む形態である。アーチ状の壁領域は、長円形の設計である
こと、換言すれば、側部壁に向かう領域が比較的顕著な円形を呈し、中央の壁領域に向か
うなだらかな遷移部を備えることが好ましい。
【０００８】
　直方体のパック内容物、特にシガレットブロックは、底部壁および/または上部壁の領
域の外に配置されるので、その結果、底部壁および/または上部壁の領域におけるパック
の内部に空洞部または自由な室が形成される。前記の室は、パックの挿入物、例えば、印
刷媒体またはクーポンのみならず、物品を収容するように機能する。
【０００９】
　この発明の更なる特徴は、模範具体例を参照しつつ、以下により詳細に説明される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　図示のパックは、シガレット用ヒンジ蓋付きボックスである。このタイプのパックは、
(底部の)ボックス部１０、(上部の)蓋１１、および、別体のブランクから形成されるカラ
ー１２を含む。パックの内容物は、直方体の物品、すなわち、シガレットブロック１３、
言い換えれば、紙または錫箔製の包装材を伴って形成されたシガレットのグループである
。
【００１１】
　ボックス部１０は、ボックスの前部壁１４、これに対向して配置されたボックスの後部
壁１５、幅が狭い直立したボックスの両側部壁１６、および底部壁１７によって形成され
ている。対応して、蓋１１は、蓋の前部壁１８、蓋の後部壁１９、蓋の両側部壁２０、お
よび、上部壁２１を含む。ボックス部１０と蓋１１は、横断方向を向く直線状の関節２２
によって、ヒンジ蓋付きボックスの後部領域においてピボット可能な態様で、互いに接続
される。
【００１２】
　カラー１２は、カラーの前部壁２３とカラーの両側部壁２４を含む。カラー１２は、ボ
ックス部１０に固定される、すなわち、ボックスの前部壁１４、および/または、ボック
スの両側部壁１６に接着される。カラー１２の上部サブ領域は、ボックス部１０から突出
する。正確に言えば、シガレットブロック１３の高さに(ほぼ)対応して突出する。
【００１３】
　底部壁１７および/または上部壁２１は、特別な態様に設計される。図１～図５の模範
具体例の場合は、底部壁１７と上部壁２１は、同一の形態をなしているので、ヒンジ蓋付
きボックスは、－横断方向を向く仮想中心面に関し－対称な形状を備える。
【００１４】
　この模範具体例の場合は、底部壁１７、したがって、上部壁２１は必ずアーチ状の形状
を呈する。特徴は、底部壁１７および/または上部壁２１の横方向の領域にある。すなわ
ち、ヒンジ蓋付きボックスの両側部壁１６、２０に向かう領域が、アーチ状の形態、つま
り、アーチ状の壁の領域、すなわち、側部セクション２５を形成する点にある。これらの
領域は、パックの直立側部壁に向かって横方向に遷移する。底部壁１７および/または上
部壁２１の中央領域においては、この側部セクション２５は、中央領域２６に向かって平
坦に、横断的に、または水平方向に遷移する。
【００１５】
　底部壁１７と上部壁２１は、特徴的に、前記両側部壁、すなわち、ボックスの両側部壁
１６および蓋の両側壁２０にそれぞれ接続された対応した形状を備える曲折タブを含む。
これは、内側のボックス側部タブ２９および蓋の側部タブ３０の連続部として設計される
端部タブ２７、２８を含んでいる。側部タブ２９、３０は、二重層のボックスの両側部壁
１６と蓋の両側壁２０の一部である。外側のボックスの側部タブ３１と蓋の側部タブ３２
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は、ボックスの側部壁１６と蓋の側部壁２０の領域にのみそれぞれ延出するので、関連す
る側部壁１６、２０は、上部と底部の端末部として、外側の横断方向エッジ部３３、３４
を備える。
【００１６】
　端部タブ２７，２８は、上部壁２１と底部壁１７の平坦な中央セクション２６内に延出
する。１つの特徴は、図示の形態によって形成され、この場合、上部壁２１と底部壁１７
に属する２つの側部セクション２５が、横断方向を指向する周辺エッジ部、特に、垂直な
中心パック面を介して互いに向き合って接する。したがって、側部セクション２５の一方
の端部領域は、水平方向の平坦な態様を指向する。
【００１７】
　更に、中央セクション２６の領域の外側に、１つの被覆部が、好ましくは、この平坦な
領域の幅全体に亘って、設けられる。この被腹部は、側部セクション２５の互いに向き合
う(端部)領域を互いに接続する。これは、上部壁２１と底部壁１７の横断方向に亘って延
出するクロスピース３５を含む。このクロスピース３５は、蓋の前部壁１８と蓋の後部壁
１９(上部壁２１)の間の接続部として、および、ボックスの前部壁１４とボックスの後部
壁１５(底部壁１７)の間の接続部として設計される(図５参照)。対向する側部セクション
２５は、クロスピース３５の内側に、特に接着によって、接続される。
【００１８】
　ブランク(図５)は、特別な態様で設計される。センターピース(３６)は、ボックスの後
部壁１５、蓋の後部壁１９、および、それらに接続された内側の側部タブ２９、３０を含
む。端部タブ２７、２８は、側部タブの延出部内に伸びる。センターピース３６は、上部
ピース３７、３８によってクロスピース３５を介してボックスの前部壁１４およびボック
スの側部タブ３１、および、蓋の側部タブ３２を備える蓋の前部壁１８と接している。ま
た、上部ピース３８には、蓋の前部壁１８の内側と向き合って折り重ねられる蓋の内側タ
ブ３９が設けられる。
【００１９】
　アーチ状の側部セクション２５を形成するために、端部タブ２７、２８の形状形成は、
対応して準備される端部タブ２７、２８のおかげで特別なツールを要せずに行うことがで
きる。これらの端部タブは、横断方向を向く折り目４０を備えており、これらの折り目は
、打ち抜き加工によって展開ブランクの面に形成される。折り目４０は、アーチ型の形状
によって作られる軌跡に応じて互いに異なる間隔で形成される。言い換えれば、曲率が比
較的大きい領域においては、間隔が狭い。クロスピース３５もまた折り目４０を備えてお
り、外観が一様な構造の上部壁２１と底部壁１７を提供する。
【００２０】
　寸法が安定したヒンジ蓋付きボックスを提供するために、端部タブ２７，２８は、少な
くとも、アーチ状の側部セクション２５の領域において、一方においては、対応するアー
チ状の輪郭４１を備えるように設計されるボックスの前部壁１４およびボックスの後部壁
１５の自由なエッジ部に支持されるとともに、アーチ状の輪郭４１と接する蓋の前部壁を
支持する。寸法は、ボックスの側部タブ２９と蓋の側部タブ３０が、パックの側部壁の幅
よりも(僅かに)小さくなるように、他方においては、拡幅部分４２の横断方向の寸法が、
パックおよび/またはパックの側部壁の幅に(ほぼ)対応するように選択される。
【００２１】
　１つの特徴は、輪郭４１の形状によって形成される。これは、どちらの場合も、長円形
セクション４３(図６参照)および直線状の中間セクション４４を含む。上部壁２１(また
は底部壁１７)の先端区画は、したがって、中間の中央セクション２６に対応する水平な
中間セクション４４を伴う２つの長円形セクション４３を含む。
【００２２】
　セクション４３、４４の寸法は、正確には、一方においては長円セクション４３の軸す
なわち長軸ａと短軸ｂ、他方においては、ヒンジ蓋付きボックスの全幅Ｂに対応して互い
に次のように調整される。
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すなわち、
　　　　　　　　　０．２　ｘ　Ｂ　≦　ａ　≦　０．４　ｘ　Ｂ
また、次のようにも規定できる、すなわち、
　　　　　　　　　０．２　ｘ　（Ｂ/２－ａ）＜　ｂ　＜　３　ｘ　（Ｂ/２－ａ）
中央セクション２６に対応する中間セクション４４の幅は、Ｂ－２ａから計算することが
できる。
【００２３】
　パックの別の特徴は、（先端部の）蓋の閉鎖エッジ部４５が、底部のボックスの閉鎖エ
ッジ部４６から離間される点である。このことは、横断方向を向くストリップ状の開口部
４７をもたらし、この領域におけるパックの別の特徴は、(先端部の)蓋の閉鎖エッジ部４
５が、底部のボックスの閉鎖エッジ部４６から離間されることである。このことは、横断
方向を向くストリップ状の開口部４７をもたらし、カラーの前部壁２３が、この区域に見
える。閉鎖エッジ部４５、４６は、互いに平行に延出し、ヒンジ蓋付きボックスの長手方
向を横断する方向を向く。
【００２４】
　１つの特別なヒンジ蓋付きボックスが図７に示されている。これは、上部の区域が、上
に述べた態様で、すなわち、言い換えれば蓋１１に関して、アーチ状の輪郭の上部壁２１
を備えるように設計される。底部区域においては、このヒンジ蓋付きボックスは、従来ど
おりのデザイン、すなわち、水平方向すなわち横断方向を向く平坦な底部壁４８を備えて
いる。従来のパックと同様、底部のコーナータブ４９は、底部壁４８の内側と接している
。これらは、内側のボックスの側部タブ２９に接続されている。
【００２５】
　ボックスの内容物、すなわち、シガレットブロック１３は、底部壁１７および/または
アーチ状の輪郭を備える上記のヒンジ蓋付きボックス内において、前記アーチ状の造形領
域外にとどまるように配置される。空洞部または室５０、５１がこのようにしてシガレッ
トブロックの上方と下方に生じる。この室は、一方においては、上方と下方で特殊な態様
で形成される上部壁２１と底部壁１７、および、シガレットブロック１３によって限られ
るとともに、他方、横断方向においては、対応して延出し形成されたボックスの前部壁１
４、ボックスの後部壁１５および蓋の前部壁１８と蓋の後部壁１９によって限られる。こ
の空洞部または室は、ヒンジ蓋付きボックス用の挿入物、例えば、広告目的の説明印刷媒
体またはクーポンの収納に適切である。しかしながら、室５０、５１の一方および/また
は他方に有用な物品を収容することも可能である。図７の具体例の場合には、シガレット
ブロック１３は、底部壁４８または底部のコーナータブ４９の面に直接接している。
【００２６】
　ヒンジ蓋付きボックスの１つの特別な形態が、図８～１０に示される。上部壁２１は、
多角形の態様で互いに接する専ら平坦な壁領域を含む。２つの側部セクション２５は、屋
根の態様で、斜め方向を向いている。脚部として設計されるこれらの側部セクション２５
は、一方において、直立するボックスの側部壁１６、２０に対して、他方において、水平
な中央セクション２６に対して、１つの鈍角を囲む。図１０からわかるように、側部セク
ション２５は、横断方向の曲折線５３によって、一方において、側部壁および/または内
側の側部タブ３０から、他方において、水平方向に向く上部脚部５２から区画される。こ
のパックの場合は、側部セクション２５と上部脚部５２が、蓋の側部タブ３０の連続部分
として設計されてもよい。更には、クロスピース３５が、中央セクション２６の領域にお
ける外側カバーとして設けられる。このクロスピースは、図８～１０の模範具体例におい
ては、先行する模範具体例におけるよりも大きな幅を備えるように設計される。
【００２７】
　パックの内容物(シガレットブロック１３)を越えて延出する蓋の前部壁１８と蓋の後部
壁１９は、突出領域における台形または多角形の輪郭部４１を備えて設計される(図１０
参照)。その端部タブ２７、２８、または、側部セクション２５は、輪郭部４１によって
形成される自由なエッジ部の拡幅部４２を介して支持される。これによって、屋根状また
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は台形状の輪郭の、正確に言うと、ヒンジ蓋付きボックスの中央垂直面に関して対称な室
５０が生じる。この模範具体例が、(図１および２と同様に)端部側としての底部側と同じ
ように設計されることも可能である。更に、図１０のブランクは、底部壁４８の領域にお
いて、図７の模範具体例に対応した態様で設計される。
【００２８】
　図１１～１３のヒンジ蓋付きボックスの場合は、パックの内容物を越えるヒンジ蓋付き
ボックスの(直立)面、すなわち、ボックスの側部壁１６と蓋の側部壁２０における両側部
壁の延出部から生じる室５０が、シガレットブロック１３（の上方）に設けられる。側部
壁１６、２０の突出部分は、長さを異にするのでその結果として、室５０は、台形または
三角形(垂直断面)である。図示の具体例においては、側部壁１６、２０の両層が、室５０
の領域内、言い換えれば、外側の(蓋の)側部タブ３０のみならず外側の(蓋の)側部タブ３
２内まで延出されている。側部壁１６、２０は、外縁エッジ部５４、５５まで延出してい
る。内側の側部タブ３０に接続された端部タブ２７、２８は、それぞれ、鋭角と鈍角で、
上部壁２１の面内に転向される。この上部壁は、ヒンジ蓋付きボックス(図１３）の全幅
に亘って延出する曲折タブによって形成されている。端部タブ２７、２８は、それぞれに
、設計を異にする。言い換えれば、端部タブ２７は長方形で、端部タブ２８は、蓋１１の
一部および/または蓋の曲折タブの傾斜配置のために台形である。
【００２９】
　室５０の輪郭のため、蓋の前部壁１８と蓋の後部壁１９は、台形の設計をなしている(
図１３）。蓋の後部壁１９は、斜め方向を向いた曲折線５６によって、(長方形の)上部壁
２１から区画されている。ブランクの隣接壁領域と曲折タブは、かくてブランクの長手方
向延出部に対して斜めの方向を指向している(図１３)。蓋の前部壁１８と蓋の後部壁１９
が対応する大きさに決められるために、ヒンジ蓋付きボックスは、-室５０が三角形の場
合-上部壁２１が、シガレットブロック１３の上部限界に直接終わるように、すなわち、
外縁エッジ部５５が、シガレットブロック１３とほぼ同じ部位に位置するように設計され
ることができる。更に、ヒンジ蓋付きボックスのこの形態は、底部領域にも室を備えるこ
とも可能である。
【００３０】
　一方における曲折線５６と展開ブランク中の蓋の閉鎖エッジ部４５の傾斜した配置は、
ヒンジ蓋付きボックスが完成した状態にあるとき、蓋の閉鎖エッジ部４５が、正確に、直
立したパックのエッジ部を横断して、かくて、ボックスの閉鎖エッジ部４６に平行に配置
されることを保証する。
【００３１】
　図１４、１５および１６のヒンジ蓋付きボックスの場合には、蓋１１(または底部)の端
部側領域が、特別な態様で設計される。内側の蓋の側部タブ３０の端部タブ２７、２８は
、パックの内容物を越えて延出され、鋭角を形成して折り曲げられ、その結果、上部壁２
１の一部として下方に向く側部セクション２５が形成される。端部タブ２７、２８の上部
脚部５２は、パックの長手方向の幅および/またはシガレットブロック１３を横断する位
置に曲折され、内側においてクロスピース３５に接続される。クロスピースは、中央セク
ション２６を形成する。上部脚部５２は、接着等によって内側においてクロスピース３５
の周辺領域に接続されている。結果として生じた中央セクション２６は、上部においてシ
ガレットブロック１３と向き合って接してもよく、シガレットブロックから離間しても差
し支えない。この形態は、シガレットブロック１３の上部に形成される室５０の特別な輪
郭を提供する。この形態は、ふさわしいならば、断面が三角形の２つのサブ室を含む。
【００３２】
　この模範具体例の場合は、クロスピース３５が、大きい幅を備え、上部壁２１の幅全体
に亘って、多少ともこれを越えるように設計される(図１６)。内側の側部タブ３０に続く
端部タブ２７、２８は、外側の蓋の側部タブ３２と向き合って接しており、単に打ち抜き
カット部５７によってのみ分離されている。この模範具体例の場合は、蓋の前部壁１８と
蓋の後部壁１９の輪郭が、上部壁２１のそれぞれの形状に合致する。
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【００３３】
　端部領域と底部領域は、ヒンジ蓋付きボックスのすべての形態を通じて同一設計である
。しかしながら、有利な形態は、１つの室が、蓋の領域にのみ設けられる形態である。更
に、ヒンジ蓋付きボックスは、図示のように、または、代替案として、蓋が閉じられたと
き、蓋の閉鎖エッジ部４５とボックスの閉鎖エッジ部４６が互いに向き合って接するよう
に設計してもよい。
参照符号一覧
１０…ボックス部，１１…蓋，１２…カラー，１３…シガレットブロック，１４…ボック
ス前部壁，１５…ボックス後部壁，１６…ボックス側部壁，１７…底部壁，１８…蓋の前
部壁，１９…蓋の後部壁，２０…蓋の側部壁，２１…上部壁，２２…直線状の関節部，２
３…カラーの前部壁，２４…カラーの側部壁，２５…側部セクション，２６…中央セクシ
ョン，２７…端部タブ，２８…端部タブ，２９…ボックスの側部タブ，３０…蓋の側部タ
ブ，３１…ボックスの側部タブ，３２…蓋の側部タブ，３３…横断方向エッジ部，３４…
横断方向エッジ部，３５…クロスピース，３６…センターピース，３７…上部ピース，３
８…上部ピース，３９…蓋の内側タブ，４０…折り目，４１…輪郭部，４２…拡幅部分，
４３…長円形セクション，４４…直線状の中間セクション，４５…蓋の閉鎖エッジ部，４
６…ボックスの閉鎖エッジ部，４７…開口部，４８…底部壁，４９…底部のコーナータブ
，５０…空洞部，５１…空洞部，５２…上部脚部，５３…曲折線，５４…外縁エッジ部，
５５…外縁エッジ部，５６…曲折線，５７…打ち抜きカット部，ａ…長軸，ｂ…短軸，Ｂ
…全幅。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】蓋が開いた状態のシガレット用ヒンジ蓋付きボックスの斜視図。
【図２】蓋が閉じた状態にある図１のパック。
【００３５】
【図３】III－III断面に沿う垂直断面における図２のヒンジ蓋付きボックス。
【図４】図２のヒンジ蓋付きボックスの正面図。
【図５】図１～図４のヒンジ蓋付きボックスを製造するためのブランクの展開図。
【図６】パックの上部壁の幾何学的形状を説明するダイアグラム。
【図７】図３に対応する垂直断面におけるヒンジ蓋付きボックスの別の具体例。
【図８】図７と同様の垂直断面におけるパックの更に別の具体例。
【図９】図８のヒンジ蓋付きボックスの正面斜視図。
【図１０】図８、９のヒンジ蓋付きボックスのための展開ブランク。
【図１１】図８と同様な垂直断面におけるヒンジ蓋付きボックスの更に別の具体例。
【図１２】図１１のヒンジ蓋付きボックスの正面斜視図。
【図１３】図１１、１２のヒンジ蓋付きボックスのための展開ブランク。
【図１４】図１１と同様な垂直断面におけるヒンジ蓋付きボックスの更に別の具体例。
【図１５】図１４のヒンジ蓋付きボックスの正面斜視図。
【図１６】図１４、１５のヒンジ蓋付きボックスのための展開ブランク。
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【図７】

【図８】 【図９】



(11) JP 4504372 B2 2010.7.14

【図１０】 【図１１】

【図１２】 【図１３】
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【図１６】
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